
No.最-11（変更） 説明資料（6/6） （9/9）

H24-D1-1 深度60.12 60.15m断層    幅（No.最-11） 変更

• H24-D1-1 深度60.12 60.15m の破砕部において断層ガウジが2条確認できることから合計値の0.2cm 変更   
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No.最-12 最20 概要（1/2） （1/26）
1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
・破砕帯範囲を68.84 69.20m 変更（No.最-12）
【理由】69.00m 69.20mについて，粘土脈が認められることからCT画像を用い
 破砕帯範囲 変更

 最新活動面 深度 69.06m 変更（No.最-13）
【理由】変更後 破砕帯範囲    ，最新活動面 再認定  結果 変更

・走向・傾斜をN61W83N 変更（No.最-14）
【理由】変更後 最新活動面 走向 傾斜 変更

・破砕幅を20.6cm 変更（No.最-15）
【理由】破砕帯範囲 変更 伴 ，再計測  結果 変更

 断層    特徴 有無 有 変更（No.最-16）
【理由】変更後 破砕帯範囲 断層    特徴      確認

・断層ガウジの幅を0.1cm 変更（No.最-17）
【理由】変更後 破砕帯範囲    ，断層    評価  範囲 計測結果 
変更

 明瞭   断構造 変形構造  無  変更（No.最-18)
【理由】本破砕部について断層ガウジ「有」としたためボーリングコアにおける観察結
果 変更

・条線を7R 変更（No.最-19）
【理由】変更後 最新活動面 取得      変更

 変位    左      変更（No.最-20）
【理由】最新活動面 変更 伴 ，再作製  薄片   観察結果 変更
【断層連続性評価への影響】なし
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No.最-12 最20 概要（2/2） （2/26）
２．変更箇所

ａ 破砕帯範囲 変更（No.最-12）
ｂ   写真 変更（No.最-12）
ｃ 走向 傾斜 変更（No.最-14）
ｄ 破砕幅 変更（No.最-15）
ｅ 断層ガウジとした範囲を示すカラーバーを追加（No.最-16），最新活動面
を示す赤矢印を追加（No.最-13）
ｆ 断層    幅 変更（No.最-17）
ｇ 最新活動面 明瞭   断構造 変形構造 変更（No.最-18）
ｈ 条線 変更（No.最-19）
ｉ 変位    変更（No.最-20）
ｊ 最新活動面変更 伴 再作製  薄片観察結果 変更（No.最-12 No.
最-20）
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No.最-12（変更），最-13 最-20（副次的変更） 前後比較資料（1/2） （3/26）

従前 見直 後

H24-D1-1 深度68.84 69.00m 破砕帯範囲（No.最-12）及 破砕部性状（No.最-13 最-20） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-186頁

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

ｂ

（断層ガウジを示すカラーバー）

No.最-16

ｂ

68.84 69.20

No.最-12

N61W83N

No.最-14

20.6

No.最-15
0.1

No.最-17

7R

No.最-19

ー 左

No.最-20

（コア写真）

No.最-12

（最新活動面矢印）

No.最-13
無

No.最-18

（断層ガウジを示すカラーバー）

No.最-16

68.84 69.00

No.最-12

N31W72NE

No.最-14

6.9

No.最-15
-

No.最-17

85L

No.最-19

逆 －

No.最-20

（コア写真）

No.最-12

（最新活動面矢印）

No.最-13
-

No.最-18

ｂ

ａ

ｅ

Cａ C ｄ ｄ ｅ
ｆ

ｆ ｇ
ｇ ｈ

ｈ ｉ ｉ
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No.最-12（変更），最-13 最-20（副次的変更） 前後比較資料（2/2） （4/26）

従前 見直 後

H24-D1-1 深度68.84 69.00m 破砕帯範囲（No.最-12）及 破砕部性状（No.最-13 最-20） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-217頁

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

従前のデータに基づく薄片観察結果

No.最-12 最-20
変更後     基  薄片観察結果

No.最-12 最-20
ｊ

ｊ
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No.最-12（変更）（1/3） 説明資料（1/22） （5/26）

H24-D1-1 深度68.84 69.00m破砕帯範囲（No.最-12） 変更

• H24-D1-1 深度68.84 69.00m の破砕部において，69.00 69.20mまで複数の粘土脈が認められることから，CT画像 確認 行 破砕帯範囲 68.84 
69.20m 変更   
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No.最-12（変更）（2/3） 説明資料（2/22） （6/26）

H24-D1-1 深度68.84 69.00m破砕帯範囲（No.最-12） 変更
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No.最-12（変更）（3/3） 説明資料（3/22） （7/26）

H24-D1-1 深度68.84 69.00m破砕帯範囲（No.最-12） 変更
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No.最-13（副次的変更）（1/10） 説明資料（4/22） （8/26）

H24-D1-1 深度68.84 69.20m破砕帯範囲（No.最-12） 変更 伴 ，最新活動面（No.最-13） 変更

• 変更後 最新活動面認定方法    ，H24-D1-1 深度68.84 69.20m  破砕部    ，最新活動面 深度69.06m 断層面     変更   
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